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NY マーケットレポート（2017 年 6 月 6 日） 

 

NY 市場では、序盤に発表された米 JOLT 労働調査[求人件数]が、過去最高となったことを好感し、ドルが上昇する場面もあった。しかし、英国の

総選挙や ECB 理事会、ロシアによる米大統領選干渉疑惑に関するコミー前 FBI 長官の議会証言を 8 日に控えて様子見ムードも強く、限定的な

動きが続いた。 

また、イベントリスクが意識され、投資家のリスク回避の動きから、安全資産とされる円や米国債を逃避的に買う動きも見られた。特に、ドル/円は

4/21以来の安値となり、英ポンド/円も 4/25以来の安値を付けた。 

 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

4 月米 JOLT 労働調査[求人件数]  604.4 万件（予想 575.0 万件・前回 578.5 万件） 

前回発表の 574.3 万件から 578.5 万件に修正 

 

 

出所：Bloomberg 

 

指標結果データ 

≪JOLT 労働調査≫ 

       4 月・・ 3 月・・ 2 月・・ 1 月・・ 12 月・・ 11 月 

求人件数・・604.4・・578.5・・568.2・・562.5・・553.9・・563.1 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

4 月の米求人件数は、604.4 万件と前月の 578.5 万件から 25.9 万件増加となり、過去最高となった。労働者に対する需要が引き続き強

いことが示唆された。宿泊・食品サービスや建設、金融などの分野で増加したが、製造業や小売りでは減少した。4 月に雇用された労

働者は 505 万人で前月の 530 万人から減少。雇用率は 3.5％と前月の 3.6％から低下した。自発的離職者は 303 万人と前月の 314 万人か

ら減少、離職率は 2.1％で前月の 2.2％から低下した。また、解雇者は 159 万人と、前月の 166 万人から減少した。 
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23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

5 月カナダ Ivey 購買部協会指数 53.8（前回 62.4） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

≪ NY 債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、英総選挙や ECB 理事会、ロシアによる米大統領選干渉疑惑に関するコミー前 FBI 長官の議会証言を 

8 日に控えて投資家がリスク回避姿勢を強め、安全資産とされる米国債を逃避的に買う動きが先行した。  

 

午前の利回りは、30 年債が 2.80％（前日 2.84％）、10 年債が 2.14％（2.18％）、7年債が 1.95％（2.00％）、5年債が 1.70％（1.74％）、

3年債が 1.41％（1.44％）、2年債が 1.29％（1.30％）。 

 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、英国の総選挙やペルシャ湾岸の産油国カタールを巡る中東情勢などへの警戒感が強まり、主要株価は売りが優勢とな

った。 

 

出所：Bloomberg 
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≪欧州のポイント≫  

 

ユーガブが公表した世論調査によると、6/8 に実施される英総選挙（下院、定数 650）では、メイ首相率いる与党・保守党が 304 議席を

獲得すると見込まれている。ただ、過半数には 22 議席足りない見通し。5日に公表した調査では、保守党の議席数予想は 305 議席だっ

た。メイ首相が 4月に総選挙前倒しの意向を示した時、保守党は 330 議席確保していた。 

 

 

2：10 

≪ 要人発言 ≫ 

ムニューシン米財務長官 

 

・「対中貿易不均衡の是正のため、輸出押し上げが必要」 

・「トランプ大統領は対中貿易不均衡を明確に問題視」 

・「米政権は為替を極めて真剣にとらえている」 

・「北朝鮮問題の解決で中国は重要」 

 

 

≪ NY 金市場 ≫ 

NY 金は、中心限月が前日比 14.80 ドル高の 1オンス＝1297.50 ドルで取引を終了した。 

 

NY 金は、英国の総選挙や ECB 理事会などを巡る不透明感から投資家がリスク回避姿勢を強め、比較的安全な資産とされる金の買いが広

がった。また、ドルが主要通貨に対して下落し、ドルの代替資産としての需要も高まった。終値ベースでは、昨年 11 月上旬以来約 7ヵ

月ぶりの高値水準となった。 

 

 
出所：Bloomberg 
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≪ NY 原油市場 ≫ 

NY 原油は、中心限月が前日比 0.79 ドル高の 1バレル＝48.19 ドルで取引を終了した。 

 

NY 原油は、前日までの相場下落で値頃感が出たとして、買い戻しが先行した。また、7日に発表される 米石油統計で原油在庫の減少が

見込まれることも支援材料だった。 

 

 
出所：Bloomberg 

 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、英総選挙を前に投資家がリスクを避ける姿勢を強め、売りが優勢となった。また、米 FBI のコミー前長官の議会証言を

控えていることも投資家心理に影響し、主要株価は軟調な動きとなっている。ダウ平均株価は、序盤に 65 ドル安まで下落、その後 3ド

ル安まで下げ幅を縮小したものの、終盤には再び下落した。 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、序盤に発表された米雇用関連の経済指標が良好な結果となったことを受けて、ドル円クロス円は上昇する場面もあっ

た。ただ、その後は株価が下落したことや、イベントリスクが意識され、上値の重い動きが続いた。 

 

 
出所：総合分析チャート 

 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


